
１５ ローマ史
〔政治の変化〕 〔領土的発展〕 〔社会の変化〕

（伝説）

前７５３ 都市国家ローマの建国（ 河畔に 人が建国） 北部にエトルリア人の都市文明繁栄
王政 ・ 人の王による支配 印欧語族

前

５００ 前５０９ 前５０９ 共和政となる。貴族が政権を独占 が国政の中心

前４９４ の制度が生まれる が行政・軍事の権

前４７２ の設置 ・平民

貴 前４５０ の制定 （貴族） 平 半

前 族 最古の成文法 （平民） 民 島 ・中小土地所有農民

４００ 共 の 分割統治★内容 の
和 前３６７ 法 権 ①植民都市 征 ・ として

政 内容 ① 利 ②自治都市 服 ローマ軍団の主力

前 共 ② 拡 ③ 都市 進

３００ 大 む
和 前２８７ 法 平民会と が対等となる
前２８７ 法的に平等 イタリア半島の統一完成
政
地 ポ ローマと （フエニキア人） との西地中海の覇権争い

ロ 中 エ前２６４ 第１回 獲得。征服地の 統治はじまる （ノビレス）

前 海 ニ前２１８ 第２回 の の戦い ローマ惨敗 階級の台頭

２００ ｌ 征 戦 イタリア半島侵入 の戦い の活躍

服 争 ・前１６８ マケドニア征服 ・中小土地所有農民の没落
マ 前１４９ 第３回 滅亡 活躍 ・ ★原因

〜１４６ 地中海世界制圧 ・ の発達

①土地兼併による
前１３３ 前１３３ の改革 兄）ティベリウス 弟）ガイウス★背景 大土地所有発達

前 〜１２１ ・大土地所有を制限し，無産市民に分配して の育成を意図 ・ 挫折★理由 ② 制度による

１００ 内 市民間の対立抗争 派（ ） 労働（大規模）

乱 派（マリウス ・ 軍人の台頭（軍隊の私兵化）

の 前７３ の反乱 剣奴 前６３ 征服

一 前６０ 第１回３頭政治 ， ， 寡頭政へ 前５８ の

世 前４６ カエサルの独裁 ・共和派による暗殺（ ） キケロ 〜５１ 遠征

紀 前４３ 第２回３頭政治 ， ，

前３１ の海戦（ 自殺） 前３０ を属州化
地中海世界の統一

前２７
前２７ アウグストゥス オクタビアヌスに元老院より ローマ帝国の全盛時代

１ プ 〜１４ 自らは と称す 〔キリスト教の成立∑発展〕 ロ ①属州の統治による収奪
元リ ３０ イエスの死・１２使徒 ｌ ② 発達

ン ★元首政の特徴 ， の布教 （奴隷制大農園）
首キ ６４ 皇帝 による迫害 マ ③都市の発達（都市生活）

パ 五 ９６① ・ （地下墓所） 各地に植民都市の建設

１００ 政ト 賢 ② 帝国領土が最大となる 多くの殉教者 の ④商業，貿易の発達
帝 ゥ 帝 ③ハドリアヌス 絹の道

ス 時 ④アントニヌス＝ ピウス Ｐａｘ Ｒｏｍａｎａ 平 インドと季節風貿易
政 代 １８０⑤

和
２００ ロ

カラカラ帝 属州の全自由民に を付与 混 奴隷制度のゆきづまり
ｌ 周辺諸民族の侵入が激化→ 東） 朝 の侵入 乱 ・ ★背景

軍人皇帝時代 権力闘争による政治の混乱 北）ゲルマン民族の侵入 制の発達
マ 大所領におけるコロヌス

２８４ 【 帝】 と称し専制君主政を開始 中 の使用 ★その性格

３００ 四分割統治 への最大の迫害 興
専ド【 帝】 ・ ３１３ で公認

ミ ３３０ 遷都 ３２５ 宗教会議 ★ローマ帝国衰亡の原因
制ナ ３３２ 勅令で を土地に緊縛 正統 派 説

ト 異端 派
君ゥ【 帝】 ・背教者ユリアヌス 衰 ３７５
ス ３９５ ローマ帝国の ・ ３９２ キリスト教の 退 はじまる

４００ 主 東ローマ帝国（都 ４３１ 宗教会議

西ローマ帝国（都 派を異端 帝国内にゲルマン人の建国
政 ４７６ ゲルマン人傭兵隊長 により西ローマ帝国の滅亡

４７６


